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気づけばもう 5月となり新緑が鮮やかに彩る季節となりました。さて、令和 6年 4月 1日より

児童・保護者に対する安全指導（事業所の生活における安全・災害や事故発生時の対応・交通安

全等）保護者様への説明と共有が義務化されました。4月～6月は「交通安全指導」「遊具・室

内遊びのルール」「食中毒予防」となっております。 

5月は「遊具・室内遊びのルール」についてお知らせいたします。 

 

【教室での取り組みについて】 

こどもプラスでは、子どもたちがより良い環境で学びや遊びを楽しむために、さまざまな取り組

みを行っています。 

1. 収納 BOX の設置 

子どもたちが自主的に片付けを行えるよう、教室内には適切な収納 BOXを設置しています。こ

れにより、お子様たちは自分の使った遊具や道具を適切な場所に戻しやすくなりました。 

2. 人数が多い時には怪我しやすい遊具は職員が管理する 

教室内の人数が多くなる場合、特にボールなどの怪我しやすい遊具や道具については、教室の

職員が管理を行います。お子様たちの安全を第一に考え、事故やけがのリスクを最小限に抑え

るために、職員が注意深く見守ります。 

 ※教室では、スライドを用いて子どもたち自身で身近な危険について考える時間を設けました 

このように、こどもプラスでは子どもたちが楽しく遊びながら安全に成長できる環境づくりに

努め、これらの取り組みにより、お子様たちの安全意識や協力心を養い、社会性や責任感を育

んでおります。また、お子様の成長と安全を第一に考え、教室全体で取り組みを継続してまい

ります。 

 

【遊具・室内遊びのルールについて】 

1. 遊具を使用する際は、周りの友達と交流し、協力しながら遊んでください。 

争いごとや暴力は避けましょう。 

2.遊具の使用後は、必ず片付けを行ってください。お子様たちが安全に遊ぶために、教室で

は BOX を用意していますので、それぞれの遊び道具を適切にしまいましょう。 

3.人が多い場合や怪我しやすいものは、教室のスタッフが管理します。お子様たちの安全を

第一に考えていますので、職員の指示に従ってください。 



 


